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ア メ リ カ の 州 立大 学 が 提 供 する 住 情 報 サ ービ ス に関 す る 研 究

住宅経済分野における住情報の分析
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目的と方法：アメリカの州立人学付属機関であるCooperative Extension Services （以下CES
と略す）から刊行された住情報の事例を具休的にとりあげ、日本との共通性または和違点
などを明らかにすることを目的としている。今回は住宅経済分野について報告する。

結果：住宅経済では「住宅の売買・契約」に関する情報が最も多い。特に、「住宅購人者
ガイド」といった総合的附了･を作っているCES も多い。住宅の売買・契約の内容は広範囲
にわたっている。住宅購入には多様な側面の意志決定を伴うが、こうした|叶子はワーク
シートや具体的な参考舛列を必ずっけており、たとえば数多い融資の種類から辿したもの
をどう選ぶか、佃人の購入能力をどう見極めるか、自分自身で判断するために判断材料を
提供することに重点をおいている。そのほか、頭金やローン返済額を決める際に考慮すべ

き点、融資の利率、返済のタイプ、契約書の内容、税金、保険、法的規制、住宅巾場の動
向、ハンディキャップを持った人や高齢者の場合など、住宅を持つ時に判断すべき事項を
様々な角度から検討することをすすめている。個人の意志決定と責任を重んじ、その手助
けをするというアメリカにおける住情報のつくりかたの基本的な姿勢が明確に認められ

る。また、中占住宅を購入するケースが多いことから、欠陥や損傷を見つけるために事前
の「住宅検査」は重要であり、基礎、壁、屋根、建具等のほか配管・電気・設備系統など

記述も相当細部にわたっている。さらに不動産取引に関わる専門職（不動産鑑定士、建築
士、司法書士、取引業者、住宅検査者等）の役割と利用のしかたにもふれている。賃貸住

宅に関するガ イドもあり、持家・賃貸の選択、家賃と家計、保証金、又貸し、法的規制、
立ち退き、保険、ルームメ イト、管理組合等の内容について記述されている。
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目的　住宅の内部および外観をコンピュータを用いて３次元的に表現し、従来から用いらｰ
れている２次元的表現である平面図、立面図といった表現方法と、空間把握の容易性とい
った観点から比較した。また、コンピュータによる空間の３次元的な表現の長所、短所に
ついて検討し、その有用性について考察した。

方法　パソコンと比較的廉価力3 次元シミュレーションソフトウェアを用いて、平面図や一
高さの情報から住宅の内部および外観を３次元的に表現した。モデルは空間内部の色彩を
変更したり、視点を任意に連続的に移動ナること、すなわち、ウォークスルーが可能であ

るモデルとした。しかし、照明や光による陰影を表現することは出来なかった。このよう
なソフトウェアを用いて、一戸建住宅などの内部空間、外観を３次元的に表現し、それを

住居関連科目を中心に学ぶ短期大学学生に提示し、２次元的な表現である図面による場合

と比較して、その短所、長所および空間把握の容易性について聞き取り調査を行った。
結果　３次元的に空間を表現することはコンピュータの発達により容易に、しかも安価なｰ
もので出来るようになった。しかし、陰影の表現などはまだ、多少高価な機器に依存しな

ければならない。学生に対する調査結果より、色彩感、陰影のなさといった点で現実感が

ないという意見があったものの、空間を把握するといった観点からはこのような３次元的
表現の有用性が示唆された。今後は、このような方法で作成したデータを ＶＲＭＬ 形式に

変換し、広くインターネット上で公開し住空間の３次元データを提供すると同時に、この
ような表現に対する意見を広く収集し、住空間の把握に有用なコンピュータによるシミュ
レーション手法について検討ナる予定である。
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